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バイパスダイオード：太陽電池パネルに影がかかった時に、電流を迂回させる保護部品です。 

図２ 加飾シートを貼り付けた太陽電池パネル

図１ バイパスダイオード (a) 外観
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太陽電池パネルの市街地設置の需要は増

加が見込まれ、特に、意匠性に優れた両面

受光型太陽電池パネルが求められていま

す。そのため、パネルに内蔵できる新たな

薄型バイパスダイオードを開発し、それを

組み込んだフラットな太陽電池パネルとそ

の加飾方法を開発しました。 

 

 
太陽電池パネルに内蔵できるインラミネ

ート型バイパスダイオードを試作し、これ

を太陽電池パネルに内蔵することで、裏面

配線を省いたフラットなパネルを作製しま 

 

 

 

 

 

 

 

した。また、意匠性を加えるため、太陽電

池パネルに貼り付ける単色と多色の加飾シ

ートを製作しました。加飾する図をドット

柄とし、発電時の異常温度上昇の発生を抑

えながら、視認性の確保を目指しました。 

 

 

試作したインラミネート型バイパスダイ

オードを、フラットな両面受光型太陽電池

パネルにラミネートしたところ、気泡なく

封止できました。また、製作した単色と多

色の加飾シートを太陽電池パネルに貼り付

けたところ、視認性は良好でした。また、

このシート貼付けによる異常な温度上昇は

見られませんでした。 
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